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探索(Visualsearch):Ⅱ.多選択肢見本合

わせからOdd-itemsearchへの転移.第53
回日本動物心理学会大会.プログラム,p.10.

27)友永雅己(1993):行動分析の最近の動向一刺

激等価性I.第57回日本心理学会大会ワ-

クショップ.1993年,9月8日,早稲田大

学.

28)友永雅己(1993):チンパンジーの視覚探索課

題遂行に及ぼすターゲット呈示位置予告刺激

の効果.第57回日本心理学会大会.発表論

文集,p.788.
29)友永雅己･伏見忠夫(1993):チンパンジーに

よる物体構成課題-見本刺激と比較刺激の交

換可能性について-.第 11回日本行動分析

学会大会.発表論文集,pp.55-56.
30)外岡利佳子 ･井上徳子 ･松沢哲郎 (1993):

野生チンパンジーの道具使用にみられる発達

的変化.第57【司日本心理学会大会,発表論

文集 :468.

31)上野吉-(1993):フサオマキザルは匂いによ

り他種をどのように識別できるか?第9回日

本霊長類学会.霊長類研究,9:276.
32)山口真美 ･金沢 創(1993):カップルのリズ
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学会第4【司大会発表論文集 p.144.
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行動発現分野

久保田競 ･三上章允 ･薄口俊之 ･中村克樹

研究概要

A)前頭菜の研究

I) コザルの前頭葉の発達の研究

久保田放 ･薄口京子.)

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学

習させ,前頭連合野.運動迎合野,運動野に

GABAやDOPAMINEの阻窃刑を微丑局所注

入すると,反応の成約の低下と運動の障害が一

時的にみられる｡これらの変化と解剖学的変化

を解析して,GABA抑制やDOPAMINEと前

頭菜の発達の関係を明らかにする.

2) 前頭掛 こおける局所回路の働きの研究

三上章允･松元健二2)･小高泰3)･久保田競
前頭葉から複数のニューロン活動を同時記録

し,その性質と相互連絡の様式を比較検討した｡
3)前頭葉の機能構築

薄口俊之り･久保田競･山根到2)
前頭葉が認知や運動機能をいかに再現してい

るかという問題を,電位感受性色素による光学

測定法や薬物の局所注入法を用いて解析してい

る｡

4) リーチング運動に関する前頭葉の機能マッ

プ

山根到2)･薄口俊之 ･久保田競

遅延リーチング課題を行っているサルの前頭

葉の様々な部位へムシモールを局所注入して,
注入部位と陣苔の有無･性質を解析し,7)-チ
ング運動に関する前頭葉の機能マップを調べた.
5)前頭前野の作業記憶過程における情報伝達
物質の役割

薄口俊之 ･久保田競

前頭前野の作業記憶過程にどのような情報伝

達物質がいかなる役割をしているかを明らか に

する目的で,眼球運動による遅延反応課題 とイ

オントフォレシス法を組み合わせた実験を行 っ

ている｡

6) 前頭前野の作業記憶機構

長谷川良平2)･薄口俊之 ･久保田競

作業記憶の脳内機構を調べるために,限球遵

動を反応に用いた作業記憶課題 (遅延反応や遅

延見本合わせ)を行っているサルの前頭前野 か

らニューロン活動を記録 し,解析 している｡

7) 脳の情報処理過程の計算論的研究

植木浩一郎2)･久保田競

ニューロンの情報処理モデルを提案 した｡ モ

デルやモデルのネットワークを用いたいろいろ

な脳の惜報処理過程の計井論的研究を計井機 シ

1)研究補佐員 2)大学院生 3)研椎貝

4)新技術事業団さきがけ研究21雅任
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ミュレーションにより行っている.

8) 視覚認知における前頭眼高回の役割

松元健二2)･中村克樹 ･三上章允 ･久保田競

視覚認知に基づく行動決定の脳内機構を調べ

る目的で,様々な写真を識別 ･記憶する課題遂

行時に,前頭眼高回こ.1-ロン活動を記錦,解

析した｡

9) 前頭葉における視覚入力から運動出力への

変換過程の解析

小高 泰の･三上章允 ･久保田競

行動を行うための手掛かりとなる視覚刺激が,

前頭葉でどのように処理され運動に変換される

かを調べるE]的で,物理的に同じ刺激が課題遂

行の手掛かりとなる場合と無関係な場合とで前

頭葉ニューロンの応答を記録,解析した｡

B)側頭葉および後頭葉の研究

1) 複雑な画像の識別と記憶の脳内機構の研究

三上章允 ･中村克樹 ･久保田競

複雑な画像 (サルやヒトの写真など)の識別,

記憶の脳内過程を側頭連合野で調べた.

2) 老齢ザルの記憶機能の研究

中相克樹

加齢に伴う記憶機能の変化を明らかにするた

めに,老齢ザル (20歳以上)と若年ザル (5

歳)に記憶課題を行わせ,成績を比較した｡主

に同時物体弁別課題について調べた｡

3) 2種類の運動視知覚とMT野ニューロン活

動

花薄明俊2)･三上章允 ･久保田競

視覚的運動検出の線形 ･非線形成分及び運動

知覚とMT野ニューロン活動の関係を調べた｡

論 文
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-和文-

1) 中村克樹 ･三上章允(1993)･.写兵に対するサ

ルの情動反応.第8【司詔長頬学会大会.霊長
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分子生理研究部門

器官調節分野

目片文夫 ･林 基治･野崎厄澄 ･滑水慶子

研究概要

A)血管平滑筋細胞膜の馬気生理学的研究

目片文夫

i)パッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単

-イオンチャンネル電流の熱力学的解析

ii)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用

B)霊長類脳内生理活性物質

一分布特性と個体発達一

杯 基治 ･清水慶子

i)神経栄養因子の1つであるBDNFの逝伝

子発現を成熟期のマカタサルで調べた｡そ

の結果.海馬.大脳皮質連合野,小脳など

可塑性に富む脳領域で発現血が高いことが

分かり,BDNFが高次脳枚能になんらか

の働きを持つことが示唆された｡

ii)2歳,10歳,30歳以上と加齢にともな

うBDNFの退伝子発現量の変遷をマカク

サル中枢神経系で調べた｡その結果,加齢

とともに大脳皮質各領野の遺伝子発現量は

約40%まで減少し,BDNFは脳の加齢

と関連があることが示唆された｡
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